
(57)【要約】

【課題】　母材部の表面に耐磨耗性の低い部分Ａと耐磨

耗性の高い部分Ｂを交互に形成した破砕面部材において

、耐磨耗性の高い部分Ｂの耐磨耗性を顕著に引き上げた

場合に問題となる耐磨耗性の低い部分Ａの早期磨耗を、

耐磨耗性の低い部分Ａの本来機能を損なうことなく防止

する。

【解決手段】　破砕面部材の母材部１０の表面に、耐磨

耗性の低いリブ状部分２０を所定ピッチで設ける。隣接

するリブ状部分２０，２０の間に耐磨耗性の高い材料か

らなる肉盛硬化金属３０を充填する。リブ状部分２０に

は、当該リブ状部分を厚み方向に貫通し耐磨耗性がリブ

状部分の耐磨耗性より高く耐磨耗性の高い材料と同等か

それ以下である複数の磨耗抑制チップ２２を、前記リブ

状部分の長手方向に所定間隔で埋設する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 粉 砕 機 に 使 用 さ れ る 破 砕 面 部 材 で あ っ て 、 そ の 破 砕 面 部 材 の 母 材 部 の 表 面 に 、 耐 磨 耗 性
の 低 い リ ブ 状 部 分 が 所 定 ピ ッ チ で 設 け ら れ る と 共 に 、 隣 接 す る リ ブ 状 部 分 の 間 に 耐 磨 耗 性
の 高 い 材 料 が 充 填 さ れ て お り 、 前 記 リ ブ 状 部 分 に は 、 当 該 リ ブ 状 部 分 を 厚 み 方 向 に 貫 通 し
耐 磨 耗 性 が リ ブ 状 部 分 の 耐 磨 耗 性 よ り 高 く 耐 磨 耗 性 の 高 い 材 料 と 同 等 か そ れ 以 下 で あ る 複
数 の 磨 耗 抑 制 チ ッ プ が 、 前 記 リ ブ 状 部 分 の 長 手 方 向 に 所 定 間 隔 で 埋 設 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 破 砕 面 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 リ ブ 状 部 分 を 厚 み 方 向 に 貫 通 す る 複 数 の 磨 耗 抑 制 チ ッ プ は 、 リ ブ 状 部 分 の 両 側 に 充 填 さ
れ た 耐 磨 耗 性 の 高 い 材 料 と 溶 融 一 体 化 し て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 破 砕 面 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 磨 耗 抑 制 チ ッ プ は 、 コ バ ル ト 結 合 剤 に よ り 焼 結 さ れ た 炭 化 タ ン グ ス テ ン の 超 硬 合 金
で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 破 砕 面 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 耐 磨 耗 性 の 高 い 材 料 は 、 マ ン ガ ン を 主 な 合 金 成 分 と す る マ ン ガ ン オ ー ス テ ナ イ ト 系 合 金
か ら な る マ ト リ ク ス 中 に 、 別 途 製 造 さ れ た 高 硬 度 炭 化 物 粒 子 を 、 断 面 積 比 で ２ ０ ～ ７ ０ ％
占 め る よ う 添 加 し て 分 散 混 合 さ せ た 複 合 材 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 耐 磨 耗 性 部 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ロ ー ル 粉 砕 機 、 コ ー ン ク ラ ッ シ ャ 、 リ ン グ ロ ー ル ミ ル 、 竪 型 ロ ー ラ ミ ル 、 エ ッ
ジ ラ ン ナ 等 の 粉 砕 機 に 使 用 さ れ て 高 面 圧 摩 擦 を 受 け る ロ ー ラ 、 テ ー ブ 等 の 破 砕 面 部 材 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 破 砕 面 部 材 と し て 、 本 出 願 人 は 、 そ の 少 な く と も 表 層 部 に 耐 磨 耗 性 が 異 な る ２
種 類 の ブ ロ ッ ク を 、 破 砕 面 上 で 材 料 が 噛 み 込 ま れ て い く 方 向 に 交 互 に 配 列 し た も の を 先 に
提 案 し た （ 特 許 文 献 １ ） 。 こ の 破 砕 面 部 材 を ロ ー ラ に つ い て 図 ５ 及 び 図 ６ に よ り 説 明 す る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ３ － １ ４ ３ ９ ４ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ロ ー ラ の 母 材 部 １ の 表 面 に 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ と し て 複 数 の 仕 切 り リ ブ ２ が 周 方 向
に 所 定 間 隔 で 取 り 付 け ら れ て い る 。 仕 切 り リ ブ ２ は 、 例 え ば Ｓ Ｓ ４ ０ ０ か ら な る 厚 み が ９
ｍ ｍ の フ ラ ッ ト バ ー で あ る 。 隣 接 す る 仕 切 り リ ブ ２ ， ２ の 間 に は 、 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ
を 形 成 す る た め に 、 耐 磨 耗 性 金 属 材 料 ３ が 多 層 肉 盛 溶 接 に よ り 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ロ ー ラ の 母 材 部 １ の 表 面 に 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ と 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ を 交 互 に 形
成 す る と 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ ， Ａ ・ ・ の 各 表 面 に 安 定 的 な
凹 み が 形 成 さ れ 、 破 砕 性 が 著 し く 向 上 す る 。 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ に 生 じ る 凹 み の 深 さ ｄ
は ０ ． ５ ～ １ ５ ｍ ｍ が 好 適 で あ り 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ の 幅 Ｗ ａ は 、 耐 磨 耗 性 の 高 い 部
分 Ｂ の 幅 Ｗ ｂ の １ ／ １ ０ ～ １ ／ ２ が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 破 砕 面 部 材 と は 別 に 、 本 出 願 人 は 、 マ ン ガ ン を 主 な 合 金 成 分 と す る マ ン ガ ン オ ー ス
テ ナ イ ト 系 合 金 を マ ト リ ッ ク ス と し て 、 そ の マ ト リ ク ス 中 に 、 別 途 製 造 さ れ た 高 硬 度 炭 化
物 粒 子 を 、 断 面 積 比 で ２ ０ ～ ７ ０ ％ 占 め る よ う 添 加 し て 分 散 混 合 さ せ た 複 合 材 を 先 に 開 発
し た （ 特 許 文 献 ２ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － １ ０ ８ ８ ８ ７ 号 公 報
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 複 合 材 は 、 高 面 圧 下 で 耐 磨 耗 性 に 著 し く 優 れ る の で 、 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ を 形 成
す る た め の 耐 磨 耗 性 肉 盛 材 と し て も 好 適 で あ る 。 マ ト リ ッ ク ス と し て は 、 重 量 ％ で Ｃ ： ０
． ２ ～ １ ． ８ ％ 、 Ｃ ｒ ： ２ ５ ％ 以 下 、 Ｍ ｎ ： １ １ ～ ２ ５ ％ 以 下 、 Ｎ ｉ ： １ ０ ％ 以 下 、 Ｓ ｉ
： ２ ． ５ ％ 以 下 、 Ｎ ｂ ： ０ ～ １ ０ ％ を 含 む 、 マ ン ガ ン オ ー ス テ ナ イ ト 系 合 金 が 特 に 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ ， Ｂ ・ ・ を こ の 複 合 材 で 形 成 す る と 、 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ の 耐
磨 耗 性 が 余 り に も 高 く な る た め に 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ と 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ と の 耐
磨 耗 性 の 差 異 が 圧 倒 的 に 異 な り 、 そ の 結 果 と し て 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 耐 磨 耗 性 の
低 い 部 分 Ａ が 早 期 磨 耗 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ が 余 り に 早 く 磨 耗 す る と 、 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ の 両 側 面 が 極 端
な 磨 耗 に 曝 さ れ 、 両 側 の エ ッ ジ 部 が 欠 落 し 損 耗 が 進 行 す る こ と に よ り 、 耐 磨 耗 性 の 高 い 部
分 Ｂ が 尖 っ た 山 形 に な る 。 そ の 結 果 、 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ の 見 掛 け 上 の 幅 が 極 端 に 小 さ
く な り 、 ま た 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ に 生 じ る 凹 み の 深 さ も 極 端 に 深 く な る 。 そ の 結 果 、
騒 音 が 大 き く な る と か 、 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ に 欠 け が 発 生 し て 寿 命 が 短 く な る な ど の 問
題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ の 早 期 磨 耗 は 、 粒 径 が ２ ～ ３ ｍ ｍ 程 度 の 細 粒 材 料 、 例
え ば 粘 土 、 ケ イ 石 等 を 粉 砕 す る 場 合 は 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ に 生 じ た 凹 み に 微 粉 が 埋 ま
り 、 一 定 以 上 の 磨 耗 進 展 が 防 止 さ れ る た め 、 顕 著 化 し な い 。 し か し 、 セ メ ン ト 工 場 に お け
る 原 料 ミ ル ロ ー ラ に よ る 粘 土 、 ケ イ 石 の 粉 砕 の よ う に 粒 径 が ５ ０ ～ ６ ０ ｍ ｍ の 粗 粒 を 粉 砕
す る 場 合 は 、 こ の 早 期 磨 耗 が 顕 著 化 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ の 耐 磨 耗 性 を 顕 著 に 引 き 上 げ た 場 合 に 問 題 と な る 耐 磨 耗 性 の 低 い
部 分 Ａ の 早 期 磨 耗 を 防 止 す る た め の 対 策 と し て 、 本 出 願 人 は 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ の 上
に 、 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ と 同 等 か そ れ 以 下 の 耐 磨 耗 性 を も ち 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ よ
り か は 耐 磨 耗 性 が 高 い 耐 磨 耗 性 金 属 を 肉 盛 す る 方 法 を 先 に 提 案 し た （ 特 許 文 献 ３ ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ７ １ ７ ５ 号 公 報
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 対 策 に よ る と 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ の 上 に 肉 盛 さ れ た 耐 磨 耗 性 金 属 は 、 耐 磨 耗 性
の 高 い 部 分 Ｂ と の 耐 磨 耗 性 の 差 を 小 さ く し 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ の 早 期 磨 耗 を 防 止 す る
こ と か で き る 。 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ と 同 等 の 耐 磨 耗 性 金 属 を 肉 盛 し て も 、 そ の 肉 盛 金 属
は 溶 け 込 み に 伴 う 希 釈 に よ り 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ よ り 耐 磨 耗 性 が 劣 り 、 凹 み の 発 生 を 阻
害 す る こ と に は な ら な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ の 上 に 肉 盛 さ れ た 耐 磨 耗 性 金 属 の 厚 み は 最 低 で も ３ ｍ ｍ は 必 要 で
あ り 、 厚 い ほ ど 好 ま し い 。 こ の 肉 盛 厚 さ が 小 さ い と 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ が 早 期 に 露 出
し 、 耐 磨 耗 性 金 属 を 肉 盛 す る 意 味 が 薄 れ る 。 こ の 観 点 か ら 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ の 全 体
を 耐 磨 耗 性 金 属 の 肉 盛 層 に 置 換 す る こ と も 推 奨 さ れ る 。 し か し 、 耐 磨 耗 性 金 属 の 肉 盛 層 を
厚 く す る こ と は 技 術 的 、 コ ス ト 的 に 難 し く 、 性 能 的 に も 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 す な わ ち 、 ３ ｍ ｍ 程 度 の 肉 盛 層 で あ れ は １ 層 溶 接 で す み 、 技 術 的 、 コ ス ト 的 な 制 約 は 殆
ど な い 。 し か し 、 肉 盛 層 が 厚 く な り 、 例 え ば 高 さ ３ ０ ｍ ｍ の 仕 切 り リ ブ の 全 体 を 耐 磨 耗 性
金 属 の 肉 盛 層 に 置 換 す る と な る と 、 ロ ー ラ の 母 材 部 上 に ３ ０ ｍ ｍ の 高 さ の リ ブ 状 に 肉 盛 を
行 う 必 要 が あ る 。 こ の 肉 盛 で は 、 ２ 枚 の 銅 板 を 所 定 間 隔 を あ け て 母 材 部 上 に 立 て 、 そ の 間
に 多 層 肉 盛 溶 接 を 行 う が 、 層 数 が 多 く な り 、 施 工 時 間 が 極 端 に 長 く な る 上 に 、 ロ ー ラ の 母
材 部 は 湾 曲 し て い る た め 、 技 術 的 に も 難 し い 。 加 え て 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ の 全 体 を 耐
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磨 耗 性 金 属 で 形 成 し た 場 合 、 靱 性 に 優 れ て い る 耐 磨 耗 性 金 属 と 言 え ど も 、 母 材 部 や 仕 切 り
リ ブ に 使 用 さ れ る Ｓ Ｓ ４ ０ ０ な ど の 構 造 材 料 に 比 べ て 延 性 に 劣 り 、 破 砕 作 業 途 中 で 、 耐 磨
耗 性 の 高 い 部 分 と 共 に 剥 離 脱 落 す る 危 険 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ち な み に 、 ロ ー ラ の 母 材 部 及 び 仕 切 り リ ブ と し て は 、 全 体 の 機 械 的 強 度 を 確 保 す る た め
に Ｓ Ｓ ４ ０ ０ 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 Ｓ ３ ５ Ｃ 炭 素 鋼 の よ う な 耐 磨 耗 性 の 低 い 材 料 の 使 用 が 不 可
欠 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 の 耐 磨 耗 性 を 顕 著 に 引 き 上 げ た 場 合 に 問 題 と な る
耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 の 早 期 磨 耗 を 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 の 本 来 機 能 を 損 な う こ と な く 防 止
す る こ と が 可 能 な 破 砕 面 部 材 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 破 砕 面 部 材 は 、 粉 砕 機 に 使 用 さ れ る 破 砕 面 部 材 で
あ っ て 、 そ の 破 砕 面 部 材 の 母 材 部 の 表 面 に 、 耐 磨 耗 性 の 低 い リ ブ 状 部 分 が 所 定 ピ ッ チ で 設
け ら れ る と 共 に 、 隣 接 す る リ ブ 状 部 分 の 間 に 耐 磨 耗 性 の 高 い 材 料 が 充 填 さ れ て お り 、 前 記
リ ブ 状 部 分 に は 、 当 該 リ ブ 状 部 分 を 厚 み 方 向 に 貫 通 し 耐 磨 耗 性 が リ ブ 状 部 分 の 耐 磨 耗 性 よ
り 高 く 耐 磨 耗 性 の 高 い 材 料 と 同 等 か そ れ 以 下 で あ る 複 数 の 磨 耗 抑 制 チ ッ プ が 、 前 記 リ ブ 状
部 分 の 長 手 方 向 に 所 定 間 隔 で 埋 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 破 砕 面 部 材 に お い て は 、 耐 磨 耗 性 の 低 い リ ブ 状 部 分 が あ る 程 度 磨 耗 す る と 、 当
該 リ ブ 状 部 分 に 埋 設 さ れ た 複 数 の 磨 耗 抑 制 チ ッ プ が 露 出 す る 。 そ う な る と 、 耐 磨 耗 性 の 低
い リ ブ 状 部 分 の 磨 耗 が 抑 制 さ れ 、 そ の 結 果 と し て 、 耐 磨 耗 性 の 低 い リ ブ 状 部 分 の 早 期 磨 耗
が 抑 制 さ れ る 。 耐 磨 耗 性 の 低 い リ ブ 状 部 分 の 材 質 を 変 更 す る 必 要 が な い の で 、 そ の 本 来 機
能 を 損 な う 危 険 性 が な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 リ ブ 状 部 分 を 厚 み 方 向 に 貫 通 す る 複 数 の 磨 耗 抑 制 チ ッ プ は 、 リ ブ 状 部 分 の 両 側 に 充 填 さ
れ た 耐 磨 耗 性 の 高 い 材 料 と 溶 融 一 体 化 し た 構 成 が 好 ま し い 。 こ の 構 成 に よ り 、 磨 耗 抑 制 チ
ッ プ の 脱 落 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 磨 耗 抑 制 チ ッ プ の 材 質 と し て は 、 コ バ ル ト 結 合 剤 に よ り 焼 結 さ れ た 炭 化 タ ン グ ス テ ン の
超 硬 合 金 （ 焼 結 体 ） が 好 ま し い 。 こ の 材 質 は 、 リ ブ 状 部 分 の 両 側 に 充 填 さ れ た 耐 磨 耗 性 の
高 い 材 料 と 溶 融 一 体 化 し た 場 合 の 耐 割 れ 性 に 優 れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 耐 磨 耗 性 の 高 い 材 料 と し て は 、 高 ク ロ ム 鋳 鉄 系 合 金 、 炭 化 物 析 出 型 合 金 、 ニ ッ ケ ル 基 合
金 マ ト リ ッ ク ス 又 は コ バ ル ト 基 合 金 マ ト リ ッ ク ス に タ ン グ ス テ ン 炭 化 物 粒 子 を ２ ０ ～ ６ ５
％ 分 散 混 合 さ せ た 複 合 材 な ど を 用 い る こ と が で き る 。 特 に 好 ま し い 材 料 は 、 マ ン ガ ン を 主
な 合 金 成 分 と す る マ ン ガ ン オ ー ス テ ナ イ ト 系 合 金 か ら な る マ ト リ ッ ク ス 中 に 、 別 途 製 造 さ
れ た 高 硬 度 炭 化 物 粒 子 を 、 断 面 積 比 で ２ ０ ～ ７ ０ ％ 占 め る よ う 添 加 し て 分 散 混 合 さ せ た 複
合 材 で あ る 。 マ ト リ ッ ク ス と し て の マ ン ガ ン オ ー ス テ ナ イ ト 系 合 金 は 、 重 量 ％ で Ｃ ： ０ ．
２ ～ １ ． ８ ％ 、 Ｃ ｒ ： ２ ５ ％ 以 下 、 Ｍ ｎ ： １ １ ～ ２ ５ ％ 以 下 、 Ｎ ｉ ： １ ０ ％ 以 下 、 Ｓ ｉ ：
２ ． ５ ％ 以 下 、 Ｎ ｂ ： ０ ～ １ ０ ％ を 含 む も の が 好 ま し い 。 こ の 複 合 材 は 特 に 高 い 耐 磨 耗 性
を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ ら の 材 料 は 、 例 え ば 多 層 肉 盛 溶 接 に よ り 、 隣 接 す る リ ブ 状 部 分 の 間 に 充 填 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 本 発 明 の 破 砕 面 部 材 は 、 耐 磨 耗 性 の 低 い リ ブ 状 部 分 に 、 当 該 リ ブ 状 部 分 を 厚 み 方 向 に 貫
通 し 耐 磨 耗 性 が リ ブ 状 部 分 の 耐 磨 耗 性 よ り 高 く 耐 磨 耗 性 の 高 い 材 料 と 同 等 か そ れ 以 下 で あ
る 複 数 の 磨 耗 抑 制 チ ッ プ を 、 リ ブ 状 部 分 の 長 手 方 向 に 所 定 間 隔 で 埋 設 し た こ と に よ り 、 耐
磨 耗 性 の 高 い 部 分 の 耐 磨 耗 性 を 顕 著 に 引 き 上 げ た 場 合 に 問 題 と な る 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 の
早 期 磨 耗 を 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 の 本 来 機 能 を 損 な う こ と な く 防 止 す る こ と が で き 、 寿 命
延 長 に 特 に 大 き な 効 果 を 発 揮 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す
破 砕 面 部 材 の 主 要 部 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ 中 の Ｘ 線 矢 示 図 、 図 ３ は 図 １ 中 の Ｙ 線 矢 示
図 、 図 ４ は 同 破 砕 面 部 材 に 使 用 さ れ て い る リ ブ 状 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 破 砕 面 部 材 は 粉 砕 機 に 使 用 さ れ る 粉 砕 ロ ー ラ で あ る 。 こ の 粉 砕 ロ ー ラ は 、
ロ ー ラ 本 体 １ ０ の 外 周 面 上 に 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ と 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ と を 交 互 に
形 成 し た 構 成 に な っ て い る 。 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ は 、 例 え ば Ｓ Ｓ ４ ０ ０ か ら な る 厚 さ Ｔ
が ９ ｍ ｍ 、 高 さ Ｈ が ３ ０ ｍ ｍ の フ ラ ッ ト バ ー ２ １ を ロ ー ラ 本 体 １ ０ の 外 周 面 に 周 方 向 に 所
定 間 隔 で 溶 接 し て リ ブ 状 部 分 ２ ０ と す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 リ ブ 状 部 分 ２ ０ の 本 体 部 で あ る フ ラ ッ ト バ ー ２ １ に は 、 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る 複 数 の 磨 耗
抑 制 チ ッ プ ２ ２ が 長 さ 方 向 （ Ｌ 方 向 ） に 所 定 間 隔 で 埋 設 さ れ て い る 。 複 数 の 磨 耗 抑 制 チ ッ
プ ２ ２ は 、 こ こ で は 炭 化 タ ン グ ス テ ン の 焼 結 体 、 よ り 具 体 的 に は コ バ ル ト 結 合 剤 に よ り 焼
結 さ れ た 炭 化 タ ン グ ス テ ン の 超 硬 合 金 か ら な る 棒 体 （ こ こ で は 丸 棒 ） で あ り 、 そ の 棒 体 を
前 記 フ ラ ッ ト バ ー ２ １ に 予 め 形 成 し た 貫 通 孔 に 嵌 め 込 む こ と に よ り 、 フ ラ ッ ト バ ー ２ １ 中
に 埋 設 さ れ て い る 。 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ３ ０ の 両 端 部 は 、 フ ラ ッ ト バ ー ２ １ の 両 表 面 か ら 若 干
突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ は 、 隣 接 す る フ ラ ッ ト バ ー ２ １ ， ２ １ 間 に 前 述 し た 複 合 材 、 す な
わ ち マ ン ガ ン を 主 な 合 金 成 分 と す る マ ン ガ ン オ ー ス テ ナ イ ト 系 合 金 か ら な る マ ト リ ッ ク ス
中 に 、 別 途 製 造 さ れ た 高 硬 度 炭 化 物 粒 子 を 、 断 面 積 比 で ２ ０ ～ ７ ０ ％ 占 め る よ う 添 加 し て
分 散 混 合 さ せ た 複 合 材 を 、 フ ラ ッ ト バ ー ２ １ ， ２ １ と ほ ぼ 同 じ 高 さ ま で 多 層 肉 盛 溶 接 す る
こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 こ の 高 耐 磨 耗 性 の 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ は 、 ロ ー ラ 周 方 向 両 側 の
フ ラ ッ ト バ ー ２ １ ， ２ １ 及 び 下 側 の ロ ー ラ 本 体 １ ０ に 溶 け 込 む と 共 に 、 各 フ ラ ッ ト バ ー ２
１ に 埋 設 さ れ た 複 数 の 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ と 溶 融 一 体 化 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ の 両 端 部 を フ ラ ッ ト バ ー ２ １ の 両 表 面 か ら 突 出 さ せ た の は 、 肉 盛 硬
化 金 属 ３ ０ と の 溶 融 一 体 化 を 促 進 す る た め で あ り 、 こ の 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ と の 溶 融 一 体 化
に よ り 、 フ ラ ッ ト バ ー ２ １ 中 の 複 数 の 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ は 、 両 側 の 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ ，
３ ０ に も 保 持 さ れ 、 よ り 強 固 に 固 定 さ れ る こ と に な る 。 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ の 両 端 部 の 突
出 量 は １ ～ ３ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 こ の 突 出 量 が 少 な す ぎ る と 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ と の 溶 融 一 体
化 に よ る 保 持 効 果 が 不 足 し 、 多 す ぎ る 場 合 は 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ に 溶 融 し て マ ト リ ッ ク ス に
溶 け 込 み マ ト リ ッ ク ス 延 性 を 阻 害 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ に 関 し て 、 そ の 太 さ は 丸 棒 の 場 合 の 直 径 Ｄ で 表 し て ４ ～ １ ０
ｍ ｍ が 好 ま し い 。 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ が 細 す ぎ る 場 合 は 、 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ を 形 成 す る と
き の 溶 融 に よ り 消 失 す る 危 険 性 が 生 じ る 。 ま た 所 定 の 耐 磨 耗 性 を 確 保 す る 必 要 上 、 磨 耗 抑
制 チ ッ プ ２ ２ の 配 設 間 隔 Ｐ が つ ま り 、 そ の 個 数 が 多 く な る こ と か ら 製 作 コ ス ト が 嵩 む よ う
に な る 。 反 対 に 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ が 太 す ぎ る 場 合 は 、 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ と の 溶 融 一 体 化
が 進 ま ず 、 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ に よ る 十 分 な チ ッ プ 保 持 効 果 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ の 配 設 間 隔 Ｐ に つ い て は 、 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ の 直 径 Ｄ に 対 す る 比
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率 で 表 し て ２ Ｄ 以 上 、 ４ Ｄ 以 下 が 望 ま し い 。 配 設 間 隔 Ｐ が 小 さ す ぎ る 場 合 は リ ブ 状 部 分 ２
０ の 磨 耗 が 減 少 し て 当 初 の 目 的 で あ る 噛 み 込 み 効 果 が 減 少 す る 。 反 対 に こ れ が 大 き す ぎ る
場 合 は リ ブ 状 部 分 ２ ０ の 早 期 磨 耗 を 抑 制 す る 効 果 が 減 少 す る 。 ま た フ ラ ッ ト バ ー ２ １ の 早
期 磨 耗 に よ り 、 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ が フ ラ ッ ト バ ー ２ １ か ら 浮 き 上 が っ た 状 態 に な り 、 分
離 脱 落 の 危 険 性 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ は 、 こ こ で は １ 列 １ 段 に 設 け ら れ て い る が 、 複 数 段 に 設 け る こ と も
で き 、 そ の 場 合 は 各 段 で 前 記 配 設 間 隔 Ｐ を 満 足 さ せ る こ と が 望 ま し い 。 リ ブ 状 部 分 ２ ０ の
高 さ が 高 い 場 合 、 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ を 複 数 段 に 設 け る こ と は 有 効 で あ り 、 そ の 場 合 は 上
段 に お け る チ ッ プ 間 に 下 段 に お け る チ ッ プ が 位 置 す る い わ ゆ る 千 鳥 状 に 配 置 す る の が 、 磨
耗 抑 制 効 果 を 効 果 的 に 引 き 出 せ る 点 か ら 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ の 配 設 位 置 に つ い て は 、 リ ブ 状 部 分 ２ ０ の 表 面 か ら 磨 耗 抑 制 チ ッ プ
２ ２ の 表 面 側 端 部 ま で の 距 離 Ｓ で 表 し て ０ ～ ５ ｍ ｍ が 望 ま し い 。 こ の 距 離 が 大 き す ぎ る と
、 フ ラ ッ ト バ ー ２ １ が 磨 耗 し 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ が 露 出 し た 段 階 で 既 に リ ブ 状 部 分 ２ ０ に
大 き な 凹 み が 生 じ 、 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ が 過 度 に 露 出 す る こ と か ら 、 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ の エ
ッ ジ 欠 け や こ れ に よ る 噛 み 込 み 性 の 低 下 が 生 じ 、 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ に よ る 早 期 磨 耗 抑 制
効 果 が 低 減 す る 。 こ の 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ は 使 用 開 始 前 か ら 一 部 が リ ブ 状 部 分 ２ ０ の 表 面
に 露 出 し て い て も よ い 。 そ の 場 合 も リ ブ 状 部 分 ２ ０ の 長 さ 方 向 で 隣 接 す る 磨 耗 抑 制 チ ッ プ
２ ２ ， ２ ２ 間 が 凹 み 、 凹 み に よ る 噛 み 込 み 性 の 向 上 と い っ た リ ブ 状 部 分 ２ ０ の 本 来 機 能 は
得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ の 構 成 材 料 で あ る 炭 化 タ ン グ ス テ ン の 焼 結 体 、 よ り 具 体 的 に は コ バ
ル ト 結 合 剤 に よ り 焼 結 さ れ た 炭 化 タ ン グ ス テ ン の 超 硬 合 金 に 関 し て は 、 コ バ ル ト 含 有 量 が
高 い ほ ど 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ と の 融 着 性 能 は 向 上 す る 反 面 、 超 硬 合 金 自 体 の 硬 度 は 低 下 し 、
耐 磨 耗 性 の 低 下 を 招 く 。 こ の 観 点 か ら 超 硬 合 金 の 硬 度 は Ｈ ｖ ８ ５ ０ ～ １ ２ ０ ０ の 範 囲 内 が
好 ま し く 、 コ バ ル ト 含 有 量 に つ い て は 超 硬 合 金 の 硬 度 を 維 持 で き る 範 囲 内 で あ れ ば 融 着 性
の 観 点 か ら そ の 含 有 は む し ろ 好 ま し く 、 最 小 １ ５ 重 量 ％ か ら 最 大 ３ ０ 重 量 ％ ま で の 範 囲 内
で 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 破 砕 面 部 材 （ 粉 砕 ロ ー ラ ） に お い て は 、 ロ ー ラ 本 体 １ ０ の 外 周 面 上 に 、 耐
磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ と 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ と が 交 互 に 形 成 さ れ て い る 。 耐 磨 耗 性 の 低 い
部 分 Ａ は 、 フ ラ ッ ト バ ー ２ １ に よ り 形 成 さ れ た リ ブ 状 部 分 ２ ０ で あ り 、 そ の フ ラ ッ ト バ ー
２ １ に は 、 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る 複 数 本 の 棒 状 の 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ が 長 さ 方 向 （ Ｌ 方 向 ）
に 所 定 間 隔 で 埋 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 破 砕 面 部 材 が 粉 砕 に 使 用 さ れ る と 、 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分 Ａ で あ る リ ブ 状 部 分 ２ ０ の
表 面 が 優 先 的 に 磨 耗 し 、 凹 み が で き る 。 こ れ に よ り 噛 み 込 み 性 な ど が 向 上 し 、 破 砕 性 能 が
上 が る 。 リ ブ 状 部 分 ２ ０ の 本 体 部 は 軟 鋼 製 の フ ラ ッ ト バ ー ２ １ で あ り 、 破 砕 面 部 材 の 本 体
部 で あ る ロ ー ラ 本 体 １ ０ と の 接 合 性 が 良 好 で あ る 。 そ の 一 方 で 、 フ ラ ッ ト バ ー ２ １ の 磨 耗
は 急 速 に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し か る に 、 本 実 施 形 態 で は フ ラ ッ ト バ ー ２ １ の 長 さ 方 向 に 所 定 間 隔 で 、 複 数 本 の 棒 状 の
磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ が 埋 設 さ れ て い る 。 フ ラ ッ ト バ ー ２ １ の 磨 耗 が 進 み 、 適 正 な 凹 み が 形
成 さ れ る と 、 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ が 露 出 し 、 こ れ 以 降 の フ ラ ッ ト バ ー ２ １ の 磨 耗 が 抑 制 さ
れ る 。 こ の 結 果 、 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分 Ｂ で あ る 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ の 過 度 の 露 出 が 阻 止 さ れ
、 そ の エ ッ ジ 部 の 欠 落 等 が 防 止 さ れ る こ と に よ り 、 適 正 な 形 状 及 び 深 さ の 凹 み が 維 持 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ の 両 端 部 が 両 側 の 肉 盛 硬 化 金 属 ３ ０ 、 ３ ０ と 溶 融 一 体 化 し て
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い る た め に 、 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ が フ ラ ッ ト バ ー ２ １ だ け で な く 、 両 側 の 肉 盛 硬 化 金 属 ３
０ 、 ３ ０ に よ っ て も 効 果 的 に 保 持 さ れ る 。 そ の 結 果 、 磨 耗 抑 制 チ ッ プ ２ ２ の 脱 落 も 効 果 的
に 防 止 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 破 砕 面 部 材 の 主 要 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の Ｘ 線 矢 示 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 中 の Ｙ 線 矢 示 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 破 砕 面 部 材 に 使 用 さ れ て い る リ ブ 状 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 破 砕 面 部 材 の 全 体 形 状 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 破 砕 面 部 材 の 磨 耗 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ ０ 　 ロ ー ラ 本 体 （ 母 材 部 ）
　 ２ ０ 　 リ ブ 状 部 分
　 ２ １ 　 フ ラ ッ ト バ ー
　 ２ ２ 　 磨 耗 抑 制 チ ッ プ
　 ３ ０ 　 肉 盛 硬 化 金 属
　 Ａ 　 耐 磨 耗 性 の 低 い 部 分
　 Ｂ 　 耐 磨 耗 性 の 高 い 部 分
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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